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2021年７月号 

ＪＴＣＣ ニュース（日本繊維技術士センター ニュース） 

Ⅰ．（日本繊維技術士センターの行事予定） 
（一社）日本繊維技術士センターのホームページは、「繊維ＪＴＣＣ」で検索できます。 

  

＜ＪＴＣＣ講座のご案内＞  

（各講座のコロナ対策：募集人員の制限、体温が37.5以上の方は受講不可、マスク着用、手の消毒） 

申し込みの詳細は、JTCCホームページをご覧ください。 

◆ＪＴＣＣの「知っておきたい高性能・高機能繊維の基礎と用途展開」講座（大阪会場） 

日程 テーマ（講師） 会場 

2021年 

9月11日 

９時３０分～ 

１６時５０分 

・高性能繊維と高機能繊維総論 

・高機能繊維（中空繊維、医療用繊維、環境対応繊維）の製法・特性 

・高性能繊維（PBO系繊維）の製法・性能・用途展開 

・高性能繊維（ポリアクリレート系繊維、他）の製法・特性・用途展開 

大阪産業創造館 

６F E会議室 

2021年 

9月18日 

９時３０分～ 

１６時５０分 

・不織布の分類・製法・特性・用途展開他 

・ナノファイバーの技術開発と用途展開 

・アラミド繊維の製法・特性・用途展開 

・炭素繊維の製法・特性・用途展開 

大阪産業創造館 

６F E会議室 

    受講料金  ２４，０００円     定員  ７２名 

申し込みの詳細は、JTCCホームページをご覧ください。 

 

◆ＪＴＣＣの「知っておきたい高性能・高機能繊維の基礎と用途展開」講座（金沢会場） 

日程 テーマ（講師） 会場 

2021年 

9月25日 

９時３０分～ 

１７時 

・高性能繊維と高機能繊維総論 

・アラミド繊維の製法・特性・用途展開 

・高機能繊維（中空繊維、医療用繊維、環境対応繊維）の製法・特性 

・不織布の分類・製法・特性・用途展開他 

・ナノファイバーの技術開発と用途展開 

・炭素繊維の製法・特性・用途展開 

金沢市 

石川県地場産業

振興センター 

新館 第 10 研修

室 

 

    受講料金  １１，０００円     定員   ５２名 

申し込みの詳細は、JTCCホームページをご覧ください。 

 

◆ＪＴＣＣの「知っておきたいアパレル製品の基礎知識」講座（オンライン） 

  PertⅠ、Ⅱ のご案内 

   アパレルビジネスを行う上で、必要な技術的基礎知識を習得して頂きます。内容が豊富なため 2 回に分けて講座を開

催します。PertⅠとPertⅡを受講して頂いて完成です。 

PertⅠは、アパレルに用いられる材料や試験方法、材料に関するトラブルと解決方法について解説します。 

   （開催日時は、2021年10月2日、9日、16日 13時～17時） 

PertⅡは、アパレル生産に関して設備や縫製技術、アパレルに関する表示、縫製や表示に関するトラブルと解決方法

について解説します。 

（開催日時は 2022年2月12日、19日、26日を予定しています。） 
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PertⅠ 講座スケジュール（休憩時間含む） 

日程 テーマ 時刻 

１日目 

2021年 

10月2日（土） 

挨拶 13：00～13；10 

Ⅰ．アパレル製品から見た材料   13：10～15；00 

Ⅱ．アパレル製品から見た染色・仕上げ加工 15：00～17：00 

２日目 

2021年 

10月9日（土） 

Ⅲ．アパレル用副材料（ネーム、ラベル） 13：00～13：40 

Ⅳ．アパレル用副材料（接着芯地） 13：40～14：20 

Ⅴ． アパレル製品の試験、特殊な試験、混用率 14：20～15：40 

Ⅵ． アパレル製品に用いる機能性材料の試験方法 15：40～17：00 

３日目 

2021年 

10月16日（土） 

Ⅶ． アパレル製品の安全・安心 13：00～13：50 

Ⅷアパレル製品の洗濯とメンテナンス 14：00～15：00 

Ⅸ．アパレル製品の消費者クレーム 15：00～17：00 

Ⅸ-1 苦情事例＜芯地の接着不良＞ 15：00～15：30 

Ⅸ-2 苦情事例＜昇華堅ろう度 ＞ 15：30～16：00 

Ⅸ-3 苦情事例＜ピリング・スナッグ＞ 16：00～16：30 

Ⅸ-4苦情事例＜ポリウレタン繊維の脆化＞ 16：30～17：00 

受講料： ２０，０００円     定員：１００名 

 

PertⅡ 講座スケジュール案内（予定） 

日程 テーマ 時刻 

１日目 

2022年 

2月12日（土） 

挨拶 13時～17時 

Ⅰ．アパレル製品の企画・設計   
Ⅱ．アパレル製品を生産する工場の生産設備 

Ⅲ．無縫製技術 

Ⅳ．アパレル生産工場の監査要領 

２日目 

2022年 

2月19日（土） 

Ⅴ．アパレル製品の縫製要領と縫製機器    13時～17時 

Ⅵ．アパレル製品の検査と品質管理 

Ⅶ．アパレル製品の製造・流通における環境問題、SDGs 

３日目 

2022年 

2月26日（土） 

Ⅷ．アパレル製品の表示と法律 13時～17時 

Ⅸ．アパレル製品の生産トラブル 

Ⅸ-1 苦情事例＜地糸切れ＞ 

Ⅸ-2 苦情事例＜シームパッカリング ＞ 

Ⅸ-3 苦情事例＜斜行＞ 

Ⅸ-4苦情事例＜品質表示の間違い事例＞ 

受講料： ２０，０００円     定員：１００名 
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◆ＪＴＣＣ「第８４回 公開講演会」（共通課題） 

  詳細は JTCCホームページで確認をお願いします。 

 （詳細、参加申し込みはＪＴＣＣホームページをご覧ください。） 
回 テーマ（講師） 日時 会場 

８４回公開

講演会 

SDGｓと繊維産業のギャップを埋める 

 日本繊維産業連盟      長 保幸氏 

2021年９月１８日（土） 

 １３時３０分～１６時

３０分 

アーバメックス 

備後町ビル ３Ｆ 

オンラインに変更

する場合がありま

す。 

グリーンインフラの意義と各都市における導入事例 

 東邦レオ㈱          車 周作氏 

 

    公開講演会の参加費： 2000円   資料のみはなし  

 

 

Ⅱ．（業界ニュース） 

１． 経済産業省（生活製品課） 

繊維産業のサステナビリティに関する検討会 

 「デジタル化の促進」が公開されています。（フルカイテン） 

 

２．環境省（2021年 3月号より新設しています） 

JTCCニュース 6月号で、環境省の「サステナブルファッション」について資料報告をお知らせしました。 

この内容について、繊維業界では「死亡宣告」と受け取れる内容である。 

小島健輔氏（小島ファッションマーケティング代表）の寄稿が、繊研新聞 2021年 5月 13日 ７頁に 

“環境省「SUSTAINABLE FASHION」レポートが問うファッション産業のサステナビリティ”として掲載されています。 

３．日本化学繊維協会、日本綿業振興会、日本染色協会 

●日本化学繊維協会（詳細は化繊協会のホームページ参照してください）  

(中国) 2020年中国化繊業界生産量ランキングを発表 （5月 31日） 

化繊業界 

2020年中国化繊業界生産量ランキングが発表 

 5月18～19日、中国の江蘇省・南通で開催された中国化繊科学技術大会において、中国化繊工業協会が、「2020年中国

化繊業界生産量ランキングリスト」を発表した。 

 今年協会が発表した生産量ランキングは 4年目にあたる。この統計は化繊企業が申告した 2020年1～12月の生産量デ

ータをもとにランキングを集計したもの。今回のランキングは、化学繊維生産量の総合ランクと、17の素材別生産量のランキ

ングに分かれている。素材別ランキングには、セルロース短繊維、セルロース長繊維、ポリエステル長繊維（紡織用）および
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その各品種、産業用ポリエステル長繊維、ポリエステル短繊維、リサイクルポリエステル長繊維、リサイクルポリエステル短

繊維、ナイロン長繊維（紡織用）、産業用ナイロン長繊維、スパンデックス、ポリプロピレン、ビニロン、炭素繊維、超高分子量

ポリエチレン繊維などが含まれる。 

 今回のランキングでは、化繊トップ企業がランキング上位に集中する傾向が更に一層明らかになっている。また、特定素材

市場に力を入れ、強化している企業もある。総合ランキング上位10社は下表のとおり。 

2020年化学繊維生産ランキング（総合） 

       

(中国) 繊維産業の第 14次五か年計画発展要綱を発表 

2021年06月21日 

繊維政策 

繊維産業の第14次五か年計画発展要綱を発表 

 6月11日、中国紡織工業連合会（CNTAC）は、上海で第4期第9回常務理事拡大会議を開催、「中国繊維産業の第14次

五か年計画発展要綱（2021-2025）を正式に発表、CNTAC・孫瑞哲会長から、第13次五ヵ年計画期間中の活動報告と第14

次五ヵ年計画の方向性についての説明があった。 この繊維産業の第14次五ヵ年計画の発展概要は、業界総合編である発

展概要と「科学技術、ファッション、グリーン発展指導意見」の 2つから構成されており、発展概要は、4部からなる。 

第1部は発展の現状と直面している課題を紹介し、第13次五か年計画期間中の発展の効果と主要な課題を述べ、第14次

五か年計画期間中の発展情勢の分析、業界の直面する機会と課題を示している。 

第2部は全体的な構想と発展目標を定性的、定量的に紹介している。 
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3部は重点任務と重点作業を紹介している。 

第4部は保障措置、すなわち、計画を有効に実施、促進するための業界的措置、政策提案などを紹介している。 

 また、発展概要は、繊維業界の中国経済全体における位置付けを明確にしている。つまり、国民経済と社会発展の支柱産

業、生活美化の基礎産業、国際協力と融合発展の優位産業であると位置づけ、2035年の長期目標を示した。2035年に

中国の社会主義現代化国を実現する際、中国の繊維産業は世界の繊維産業の科学技術分野の主要な駆動者、グローバル

ファッションの重要なリード者、持続可能な発展の有力な推進者となることを目標としている。こうした点を踏まえ、業界発展の

重点任務の方向を以下の 8点挙げている。 

 1、科学技術革新戦略のサポート能力を強化、産業の発展動力とする 

 2、高品質の繊維製造システムを構築、産業の成長の基礎とする 

 3、内需を戦略の基点とし、産業循環を円滑にする 

 4、グローバル化のレベルを向上させる 

 5、業界のファッションを発展させブランド構築を推進する 

 6、社会的責任の構築と持続可能な発展を推進する 

 7、国内配置を最適化して発展の協調性を向上させる 

 8、繊維産業の安全な発展システムを構築する 

 また、第14次五ヵ年期間中の重点工程としては、①繊維新材料、②知能製造、③繊維・ファッション構築、 

④繊維緑色製造、⑤高性能産業用繊維品、を挙げている。 

 

プレスリリース 

「内外の化繊工業の動向」 ２０２０年 年間回顧 

2020 年は、新型コロナウイルスが世界全体のパンデミックに広がり、世界経済および わが国の経済にも

深刻な影響を与えた。日本経済は、最初の緊急事態宣言が発せられた 4～5 月を底に年央からやや持ち直

しているが、2021 年初旬の感染拡大第 3 波や、緊急 事態宣言の再発出などが回復基調に水を差し、先

行きの不透明感は強い状況である。 こうした中、2020 年の繊維需要は、緊急事態宣言に伴う、小売店舗の

臨時休業や各 種のイベントの中止、延期などが影響し、末端の衣料需要はかつてないほど大きく落ち込ん

だ。また、自動車生産は年央に大幅な減少となり、住宅着工、公共工事なども減少 した。そのため、自動車
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関連、産業資材関連など非衣料分野の需要は、衛材などの一部 を除き、ほぼ全ての用途で大きく収縮した。

この結果、2020 年第 2 四半期以降、日本 の化繊需給は大幅な調整期に入り、2020 年の化繊生産は 2 

桁の大幅減となった。（以上の文書は、JTCCニュース 6月号に 同記事掲載） 

 国 内  

１） 衣料用：2020 年の百貨店/量販店の衣料品売り上げは、2019 年 10 月の消費増税引上げや暖冬等

に伴う販売不振に加え、新型コロナウイルスの影響が大きく影響し、 百貨店では前年比 31％減、量販店は

同 17％減とかつてない大きな落ち込みとなっ た。国内の衣料品販売の落ち込みは、国内の繊維生産だけ

でなく、化繊輸入、織 物輸出の大幅な減少につながっている。 家庭・インテリア用：新規住宅着工は前年比 

10％減となり、インテリア関連需要、 土木・建築関連の繊維需要は低調となった。一方で生活資材用途、医

療衛材用途 などの需要は大きく増加、当該製品の輸入も急増した。おむつについては、生産、 輸出とも中

国向けを中心に減少が続いた。 産業資材用：自動車生産が前年比 17％の大幅減、建築受注は同 7％減と

なり、自 動車関連需要、土木資材用、建築資材用の繊維需要は低調であった。  

 

 

 

２） 生産指数 

新型コロナウイルスの影響を受け、繊維工業の生産活動は大きく停滞した。生産 指数の推移をみると第 

2～3 四半期にかけて大きな落ち込みとなり、その後、やや回復を示している。繊維工業全体の生産指数は、

2020 年第 4 四半期は 76.1 と前年 同期（89.2）に比べ、13.1 ポイント下落した。業種別にみると、全てのセ

クター で、2020 年第 4 四半期は、前年同期比で大幅減となった。 
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３） 繊維品輸出 

ドルベースで 70.7 億㌦・前年同期比（以下同じ）13.0％減、一方、 円ベースで 7,545 億円・14.8％減となっ

た。2020 年は、年初からの新型コロナウイルスの影響から輸出環境は大幅に悪化し、輸出は 2 桁の大幅

減となった。 形態別（円ﾍﾞｰｽ）では、繊維原料 490 億円・7.1％減、糸類 906 億円・20.2％減、 織物 2,064 

億円・23.4％減、二次製品他 3,679 億円・7.9％減。 仕向地別（円ﾍﾞｰｽ）では、全体の 29％のシェアを占める

中国が 15.1％減の 2,170 億円。韓国（7.0％減）、台湾（4.7％増）、香港（11.1％減）となった。アセアン 地域は、

これまで好調なベトナム（21.0％減）が大幅減となり、全体で 18.8％減 の 1,861 億円、シェアは 25％となっ

た。米州は 22.3％減、欧州は 17.8％減となり、 先進国地域向けは軒並み新型コロナウイルスによる経済停

滞の影響が直撃した形 となった。 

 

４）繊維品輸入 

ドルベースで 376.8 億㌦・前年同期比（以下同じ）2.8％減、一方 円ベースは 4 兆 215 億円・4.8％減。 

形態別（円ﾍﾞｰｽ）では、繊維原料 525 億円・27.5％減、糸類 865 億円・28.9％減、 織物 1,150 億円・24.6％

減、二次製品他 3 兆 7,674 億円・2.8％減。二次製品では、 衣類は全体で 15.0％の大幅減となったが、マ

スク、防護服等を含む二次製品の輸入概要 3 が急増した。 仕出地別では、、全体の 58％を占める中国が 
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0.8％増の 2 兆 3,364 億円、マスク、 防護服等を中心に新型コロナ対応物資の輸入急増が影響し、中国の

輸入シェアは前 年より 5 ポイント上昇した。韓国（3.7％減）、台湾（11.3％減）となった。アセア ン地域は、ベ

トナム（6.5％減）、タイ（11.8％減）、インドネシア（18.1％減）な ど軒並み減少、全体で 8.1％減、シェアは 27％

となった。それ以外では、イタリア （24.9％減）、フランス（20.2％減）などが、国内の衣料需要の収縮から大き

く下 落した。 

 

 

 

●日本綿業振興会（詳細はホームページ参照） 

     ・ 新情報なし 

 

  ●日本染色協会（詳細はホームページ参照） 

    ・ ■「（２０１９年度対象）染色整理業における低炭素社会実行計画の取組」について（一社）日本染色

協会は、「（２０１９年度対象）染色整理業における低炭素社会実行計画の取組」をとりまとめ、令和２年１２月１

６日に開催されました産業構造審議会地球環境小委員会「製紙・板硝子・セメント等ＷＧ-ＦＵ」において発表し

ました。 ２０１９年度対象自主行動計画の完了を受けまして、下記文書を公表いたします。 
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（以下の内容はネットでご検索ください） 

（２０１９年度対象)染色整理業における低炭素社会実行計画の取組  

【別紙】（２０１９年度対象）染色整理業における低炭素社会実行計画の取組 

 

３．（一社）日本衣料管理協会、（一社）繊維評価技術協議会（繊技協） 

 ●（一社）日本衣料管理協会                       2021年6月18日 

「倉敷試験場」を下記のとおり変更いたします。 当該試験場で受験される方はご注意ください。 

 ※詳細につきましては、受験票に「受験諸注意」を同封いたしますのでご参照ください。 

【倉敷試験場】 倉敷ファッションセンター  岡山県倉敷市児島駅前 1-46 

       ○ＪＲ「児島駅」より徒歩 2分 

「福岡試験場」を下記のとおり変更いたします。 当該試験場で受験される方はご注意ください。 

 ※詳細につきましては、受験票に「受験諸注意」を同封いたしますのでご参照ください。 

【福岡試験場】 JR博多シティ会議室  福岡県福岡市博多区博多駅中央街 1-1 

       ○ＪＲ「博多駅」より徒歩 5分 

「福井試験場」を下記のとおり変更いたします。 当該試験場で受験される方はご注意ください。 

※詳細につきましては、受験票に「受験諸注意」を同封いたしますのでご参照ください。 

【福井試験場】 福井商工会議所  福井県福井市西木田 2-8-1 

        ○ＪＲ「福井駅」より徒歩 15分 

 

●（一社）繊維評価技術協議会（繊技協）  

   なし 

●関西ファッション連合  

       なし 

http://www.nissenkyo.or.jp/pdf/topic_20210609_1.pdf
http://www.nissenkyo.or.jp/pdf/topic_20210609_2.pdf
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企業紹介 

サカイオーベックス株式会社 

 

 

Ⅲ．（技術情報）     詳細な内容は各学会誌、月刊誌をご覧下さい。 

◆＜繊維学会誌＞ 2021年６月号 ―――――――――――――――――――――――――― 

  特集＜新型コロナウイルスと戦う繊維・高分子技術＞ 

   〇新型コロナウイルスのウイルス学的特徴と今後                       群馬大学  神谷 亘 

    ・コロナウイルスとは 

    ・コロナウイルスの感染様式 

    ・コロナウイルスの遺伝子操作 

    ・コロナウイルスの症状 

    ・コロナウイルスに対する対策 

   〇ポリマーブラシの新機能～ウイルス不活性化材料の開発に向けて 

                 鶴岡工業高等学校 上條利夫、 （独法）国立高等専門学校機構 佐藤貴哉、和気仁志 

                 東京農工大学 大場真巳、水谷哲也 

    ・ポリマーブラシについて 

      ポリマーブラシは、材料表面に界面活性作用を有するイオン液体（第 4級アンモニウム塩）をグラフと重合さ

せる。材料表面はブラシ状にポリマーが並ぶ。 

    ・対象ウイルスの特徴 

      ウイルスがブラシにつくと、ウイルスの表面の突起を破壊して、ウイルスが不活性化する。 
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    ・ポリマーブラシの可能性 

      付着したウイルスの約 90％以上が不活性化した。 

      水洗浄やエタノール洗浄で、ウイルスが不活性化するが、ガラスなどは都度洗浄しなければならない、 

      ポリマーブラシは、加工した部分は洗濯等によっても効果の低下は少ない。（約 90％の効果を維持する） 

   〇衛生環境向上を目指した抗菌・抗ウイルス剤「マルカサイド」の応用事例について   大阪化成㈱   浅見晴洋 

     ・殺菌剤原料「イソプロピルメチルフェノール」の紹介 

     ・繊維用抗菌加工剤 

         

      ・繊維用抗ウイルス加工剤 

      ・用途：白衣、ユニホーム、シーツ、布団カバー 

 ＜繊維・高分子の測定法（13）＞ 

   〇TDNMR（時間領域核磁気共鳴）の基礎と繊維分野への応用 

    ・TDNMRの基礎 

    ・TD-NMRの産業活用例 

      食品分野、材料分野、 

    ・繊維分野での実例紹介 

      スピンフィニシュ、スピンフィニッシュ除去のための繊維チェック、繊維上のデップの定量 

  ＜業界マイスターに学ぶ せんい産業資材の基礎知識―３＞ 

     このシリーズは、2021年 4月号より始まり、今後約 2年間継続掲載されます。 

   〇第２編 「産業資材用繊維原料」 （２）高性能繊維         （一社）日本繊維技術士センター 永安直人 

    ・高性能繊維 

      高性能・高機能繊維の分類 

      高性能繊維の性能 

      高性能繊維の生産 

      高性能繊維の用途 

      高強度・高弾性・耐熱繊維（PAN 系炭素繊維、ピッチ系炭素繊維、ガラス繊維、パラ系アミド繊維、パラ系共

重合アラミド繊維、ポリアクリレート繊維、ポリパラフェニレンベンズビスオキザール繊維）  

      高強度・高弾性率繊維（超高分子ポリエチレン、高強力PVA繊維） 

   ＜繊維関連の美術館・博物館＞ 

〇東京家政大学博物館                              東京家政大学博物館  高橋佐貴子 

 【繊維学会記念連載】 

   〇商社の変遷 ５ 服地卸の繁栄、衰退、転換                   繊維・未来塾 幹事  松下義弘 
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◆＜繊維製品消費科学会誌＞ 2021年５月号 ―――――――――――――――――――――― 

   ＜シリーズ「感染症と繊維」＞ 

    〇アスレティックス用マスクの開発                         デサントジャパン    佐野茂樹 

    ・花粉対策用マスクの開発 

    ・新型コロナウイルス対策へシフト 

    ・アスレティックス用マスクの開発 

  ＜シリーズ「SDGｓへの取り組みと環境配慮型繊維」＞ 

    〇廃プラ問題の取り組みはＳＤＧｓを促進できるか                   京都工芸繊維大学  奥 彬 

   ・廃プラ問題に必要な正義と現実 

   ・SDGsは廃プラ問題を緩和できるか 

   ・環境、資源、空間、時間、命は全て有限 

   ・進歩と便益の犯罪的な性格 

   ・リサイクルとは生存に必要なオートファジー 

     オートファジー化社会の地点（リサイクルが必要な理由１、リサイクルが必要な理由２） 

     プラスチック物質の生涯回路 

   ・海洋プラ問題は森より山を見る視点で 

     MP（マイクロプラスチックス）と生分解、バイオプラスチックの明と暗 

   ・次世代のためには作るよりも先に後始末の手順をととのえる 

   ・物質と技術の進歩には欲望の切り替えが不可欠 

  〇エコテックス®の新たな展開と ZDHC  （一法）ニッセンケン品質評価センター 

   ・エコテックス®国際共同体（エコテックス®スタンダード 100、エコテックス®レーザースタンダード、 

エコテックス®エコパスポート、エコテックス®ステップ、エコテックス®メイドイングリーン） 

   ・ZDHC（Zero Discharge of Hazardous Chemicals） 

  〇在庫を制する者は粗利を制す                            フルカイテン㈱  瀬川直寛 

   ・縮小市場では価格競争が不可避 

   ・売上至上主義ではなく「粗利第一」 

   ・在庫DXの成功事例 

＜報文＞ 

    〇手計測データの重回帰分析による三次元人体形状の推定     日本女子大学 武本歩未、大塚美智子 

    

◆＜繊維機械学会誌＞  「月刊せんい」 2021年５月号 ―――――――――――――――― 

    〇3次元衣服設計を企画するための成人女子 3次元人体曲面形状抽出の試み  三重大学  増田智恵 

    〇自己発汗式冷却下着の試作と検証                        岐阜医療科学大学  田中邦彦 

    〇混戦メルトブローン技術の応用                             日本ノズル㈱   出口章時 

 

（月刊誌） 

◆＜加工技術＞ 2021年５月号 ――――――――――――――――――――――――――――  

  特集 衛生加工  Part-１  

 〇衛生加工の概要（上） 

   ―抗菌・抗ウイルス・消臭・抗アレルゲン・抗カビ加工―   大原パラジウム化学（株） 技術開発部 脇 浩一 

     ・細菌とウイルスの違い   ・ウイルスの感染経路   ・抗菌・抗ウイルス剤の作用メカニズム 

        ・抗菌試験および抗ウイルス試験の評価方法        

・薬剤メーカー 各社の商品展開     

     ・大原パラジウム化学（株）:抗ウイルス加工剤「パラファインGPF-7000」 

 ・コタニ化学工業（株）：「クインライト ALG」 

 ・大和化学工業（株）：「アモルデンVシリーズ」「アモルデンDシリーズ」 
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〇SDGｓに対応した「CUT-ZR型」                                        （株）日阪製作所 

   －余分な水を使わない、環境配慮型の新型サーキュラー － 

    〇産業資材を中心とした直近の海外トピックス                  シオタニ＆オフィス   代表 塩谷 隆 

染色・仕上げ技術―（上）                                  

              

◆＜不織布情報＞ 2021年４月号  ―――――――――――――――――――――――――― 

  ＜素材特集 不織布の製法と用途＞ スパンボンド 

〇繊維産業のなかでの不織布事業の展開                           元東洋紡㈱  川崎幸雄   

    ・繊維産業構造のなかでの不織布事業とは 

    ・NW（不織布）業界の現状 

    ・NW製品の特長 

    ・SB（スパンボンド）の展開状況 

    ・世界の SBの現況 

   〇グループ会社とともに次代の不織製造へ技術融合し、世界のトップメーカーを目指す。 

                                                          東洋紡㈱  西坂剛志 

   〇変革する時代の対応を図っていくために        フロイデンベルグ・スパンウェブ・ジャパン  城福淳平 

   〇自動車用途は回復の見込み 生分解素材を使った環境対応製品の拡販        ユニチカ㈱  本庄 学 

   〇防護服の共同開発をスタート 今後は環境配慮型製品にも注力していく         シンワ㈱  横内 隆 

   〇独自技術さを生かした差別化商品の展開を推進 市場の環境変化への素早い対応も必要 

                                                          旭化成㈱  石田哲也 

 

◆＜新聞、他＞ 

    繊研新聞  

〇2021年 1月～４月 の衣料品の輸入（ニット製品、布帛製品、付属品）   （前月と同内容） 

順位 国 数量：百万点（増減％） シェア 金額：億円（増減％） シェア 

１ 中国 １９１ 

（６．９） 

６０．５ ４，９４３ 

（▼１．３） 

５６．６ 

２ ベトナム ４０ 

（▼９．８） 

１２．９ １，２８７ 

（▼１５．７） 

１４．７ 

３ バングラデ

シュ 

２５ 

（７．０） 

８．０ ４５１ 

（▼３．７） 

５．２ 

４ カンボジア １６ 

（８．０） 

５．２ ４２７ 

（▼３．６） 

４．９ 

５ ミヤンマー １１ 

（▼２５．４） 

３．５ ２８４ 

（▼３２．６） 

３．３ 

 全世界計 ３１６ 

（２．１） 

１００ ８，７３２ 

（▼５．８） 

１００ 

                                   出所：日本貿易統計 

 

〇2020年 衣料品の生産と輸出入の推移 （単位 百万枚） 

年 国内生産量 輸入量 輸出量 国内供給量 輸入浸透率

（％） 

２０１０ １６７（▼１０．２） ３，８６９（  ０） ６（１０．１） ４０２９ ９６．０ 

２０１５ １０８（▼ ９．７） ３，６９７（▼５．６） ６（１２．２） ３８００ ９７．３ 

２０２０ ８１（▼ ６．４） ３，４９９（▼１０．４ ８（▼８．９） ３５７３ ９７．９ 

 ・コロナ禍による影響で生産・輸入が減少した。 

 ・供給過剰問題を背景に減産するアパレルが増加した。 
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〇米国の 21年 1月～3月の繊維輸入額（アパレルと非アパレルの計） 

 金額（百万ドル） 伸び率（％） 構成比（％） 

全世界 ９０，６２１ ▼２１．７ １００．０ 

中国 ２６，４５７ ▼２０．２ ２９．２ 

ベトナム １３，４８０ ▼７．４ １４．８ 

インド ６，９１７ ▼１４．０ ７．６ 

バングラデシュ ５，２８５ ▼１４．９ ５．８ 

インドネシア ３，５４６ ▼２４．１ ３．９ 

 

 

 

Ⅳ．企業紹介、製品紹介   

株式会社 山東鐵工所 
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一般財団法人 カケンテストセンター      

      

 

 

 「ＪＴＣＣニュース」では、毎月数社の企業紹介や製品の案内をさせて頂きます。 

掲載をご希望の方は、Jtccnews＠mbr.nifty.com に投稿してください。（掲載料金は無料です） 

賛助法人・団体会員様の声（技術的な問題，ＪＴＣＣに対する声などをメールでお聞かせください） 

連絡先：jtccnews＠mbr.nifty.com 

ＪＴＣＣニュース用のメールアドレスは、Jtccnews＠mbr.nifty.com です。 

編集：一般社団法人 日本繊維技術士センター  企業接点強化部会   金田哲郎 

 

    一般社団法人 日本繊維技術士センター（JTCC） 

   本部事務所     〒541-0051  大阪市中央区備後町3丁目4番9号 輸出繊維会館6階 

         ☎ 06-6484-6506  FAX 06-6484-6575  Ｅ-Ｍａｉｌ ｊｔｃｃ＠ｎｉｆｔｙ.ｃｏｍ 

   関東支部事務所  〒103-0001  東京都中央区日本橋小伝馬町12-9（滋賀ビル 506号室） 

         ☎ 03-5643-5112  FAX 03-5614-0103  Ｅ-Ｍａｉｌ ｊｔｃｃ-ｋｔ＠ｎｉｆｔｙ.ｃｏｍ 

   東海支部事務所  〒460-0011  名古屋市中区大須1丁目35-18 一光大須ビル 7階  

（公財）中部科学技術センター内）    ☎ 052-231-3043（代）  FAX 052-204-1469   


